
        

 

 

 

 

平和実行委員  
今年度の平和実行委員を紹介します。すでに今年の

平和学習の取組については、この学校だよりでもお伝

えしてきましたが、実行委員のみなさんは、原爆パネ

ル展や平和標語の展示、被爆体験講話の準備や進行な

ど、頑張ってくれています。今回は、平和実行委員長

の３－２ 〇〇〇〇さんから、みなさんへのメッセー

ジをお届けします。 
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被爆体験講話 
7月7日（火）、今年は、講師に〇〇〇〇先生をお

迎えして、被爆体験講話を行いました。〇〇先生は、

6歳で爆心地から3.3kmの鳴滝町で被爆されたとい

うことで、当時の様子を鮮明にお話いただきました。 

原爆投下から81年を経て、被爆者の方々の高齢化

が進んでいる中、被爆者の方の生の声を聴く機会がど

んどん少なくなってきています。私たちは81年前、

長崎で何が起きたかを知り、平和の大切さ、命の大切

さをこれからも真剣に考え、語り継いでいかなければ

なりません。家族や友人と当たり前に過ごせる毎日が

続いていくように、私たちに何ができるかを考えてい

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

余談ですが、講話中は〇〇先生の

ご主人がスライド操作を担当してく

ださっていました。校長室にご案内

した際、歴代校長の名前をご覧にな

られて「うちの父です。」とおっしゃ

るではありませんか！ なんとご主

人のお父様は、西泊中第２代校長 

〇〇〇〇先生でした。とてもご縁を

感じる出来事でした。 

西泊中だより
学校教育目標「夢を抱き、信頼し、笑顔のあふれる学校」 
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私は、この機会を通し 

て、長崎で起こった出来 

事について深く学びたい 

と思い、平和実行委員に 

なりました。長崎で生まれ育った者として、原

爆や戦争の歴史を正しく知り、平和について考

えることは大切だと感じています。平和実行委

員の活動を通して学んだことを、周りの人に伝

え、多くの人が平和について考えるきっかけを

つくりたいです。また、相手を思いやる気持ち

や互いの違いを認め合うことも平和につながる

と考えています。これからも平和の大切さを学

び続け、自分にできることを行動に移していき

たいです！ 

個人名の掲載は、控え

させていただきます。 


